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『指導医からの一言』 
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◼ 国内で小児外科の資格を有する医師は

65 歳以上の先生方を含めても約 280

名です。プロ野球の 1 軍登録選手が

300 名ですので、数の上からは小児外

科医はプロ野球選手よりも貴重な存在と

なります。小児科系志望または外科系志

望の先生方は是非小児外科も御一考下さ

い。 

◼ 当科は、日本小児外科学会指導医 1

名、専門医 3 名、日本周産期新生児医

学会認定外科医 1 名、日本移植学会移

植認定医 1 名、日本小児泌尿器科学会

認定医 1 名が在籍しており、多様な疾

患に対し高い専門性をもって診療を行っ

ています。 

◼ 当院は NICU を有する総合周産期母子医

療センターであり、新生児疾患を含む

様々な症例の経験が可能です。 

◼ 外科のローテーションシステムが確立さ

れており、外科専門医習得のための十分

な症例経験を積むことができます。 

◼ 市中心部のアクセスのよい病院であり、

海にも山にもマツダスタジアムにも近く

住みやすい街です。 

 

―小児外科概要― 
診療科の特徴 

広島市中心部に位置する中核病院として、南は島嶼群、西

は山口県東部、東は福山市、北は益田市・浜田市からと幅

広い医療圏から患児が受診されます。また中国 5 県にはこ

ども病院がないため、小児外科疾患のみならず小児泌尿器

科疾患についてご紹介いただいています。当科で研修を

行っていただければ小児外科専門医取得が可能です。 

各種専門医指導施設 

1.日本小児外科学会認定施設 

2外科専門医研修プログラム基幹施設 

3.総合周産期母子医療センター 

新生児症例 

新生児外科症例は年間約 20 例です。低出生体重児や先天

性心疾患などの合併奇形の多いこの分野では、新生児科循

環器小児科との緊密な連携のもとに診療を行っています。

胎児超音波による出生前診断例では産科との協力のもと周

産期管理を行っています。 

小児泌尿器科疾患 

小児では外性器や腎臓、膀胱、尿管などの疾患は予想外に

多く、その一方で小児泌尿器疾患への見識、技術のある病

院は中四国では少ないため小児科、泌尿器科の先生方から

御紹介いただいています。 

整容性に配慮した手術 

臍を利用した手術、腋窩切開による開胸手術や食道閉鎖

症根治術等、手術創が将来的に目立たないように配慮し

ています。  

施設認定 

 

最高の仲間と、 
  最高の場所で、 

最高の研修
を！ 

 

 

地方独立行政法人広島市立病院機構 

広島市立広島市民病院 

小 児 外 科 
のご案内 

基幹型･外科領域 

 

 

基幹型専門研修プログラム名等 期間

基幹施設 広島市民病院群外科専門研修プログラム

連携施設
庄原赤十字病院・広島市立舟入市民病院

広島逓信病院・川崎医科大学付属病院
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小児外科スタッフ 

尾山貴徳  

平成 11 年岡山大学卒 

専門医資格：日本外科学会専門医 

      日本外科学会指導医 

日本小児外科学会専門医 

日本移植学会移植認定医 

日本がん治療認定医機構認定医 

日本周産期・新生児医学会認定外科医 

医学博士 

 

専門分野 ：小児内視鏡外科手術 

向井 亘   

平成 13 年川崎医科大学卒 

専門医資格：日本外科学会専門医 

日本小児外科学会専門医 

 

専門分野 ：一般小児外科 

      直腸肛門奇形、排便管理 

今治 玲助 主任部長 

     兼 岡山大学医学部医学科臨床教授 

平成 4 年愛媛大学卒                   

専門医資格：日本外科学会専門医 

      日本外科学会指導医 

日本小児外科学会専門医 

日本小児外科学会指導医                        

日本小児泌尿器科学会認定医            

医学博士 

 

専門分野 ：整容性に配慮した小児外科手術     

新生児外科 

小児泌尿器科 

 後期研修卒業生 加藤怜子 (H21 卒) 

こんにちは。広島市民病院小児外科後期研修を修了

した加藤怜子と申します。外科後期研修は臓器別と

なっており、外科専門医取得に必要な分野を臓器別

に 2,3 ヶ月の単位で集中的に学びます。並行して外

科救急のオンコールを担当するため年間を通して救

急疾患の対応と手術を経験できます。小児外科では

レジデントはほぼ全ての症例を経験でき小児外科指

導医の指導のもと多くの執刀を重ねられます。一般

小児外科疾患が豊富であることはもちろん総合周産

期母子医療センターを有し数多くの新生児症例があ

り,また小児泌尿器疾患も扱っており、他の小児外科

では少ない尿道下裂や膀胱尿管逆流症手術等も経験

できます。小児外科という分野には、外科医として

広い分野の知識と技術を確実に身につけて進むこと

は重要です。広島市民小児外科の後期研修にぜひお

越しください。 

カンファレンス 

◼ 術前ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（1 回/週） 

◼ 入院症例カンファレンス（1 回/週） 

◼ 抄読会（1 回/週） 

◼ 放射線画像カンファレンス（１回/月） 

放射線診断科・小児外科合同 

◼ 周産期カンファレンス（１回/月） 

 産科,新生児科,小児外科合同 

 後期研修卒業生 橋本晋太郎 (H19 卒) 

私は卒後 4-6 年目の期間に、後期研修を行いまし

た。小児外科後期研修は、基本的には一般外科 1 年

半、小児外科 1 年半の計 3 年です。一般外科研修で

は外科専門医取得に必要な症例数を十分に経験するこ

と可能です。一方、小児外科研修の最大の特徴は、な

んといってもその症例の豊富さです。年間で約 350

例の手術数があり広島県内では No.1 です。腹部疾患

はもちろん、胸部疾患、泌尿器科疾患など手術の種類

も多岐にわたっています。また、当院は総合周産期母

子医療センターを有しているため、新生児手術症例も

年間約 20-30 例あります。さらに、腹腔鏡手術や創

の目立ちにくい手術、いわゆる minimally invasive 

surgery も積極的に行っており、真のこどもに優しい

医療を学ぶことができます。他科との垣根が非常に低

く、働きやすいことこの上無しです。是非、広島市民

病院小児外科へ！！ 

年
入院

総数

手術

総数

新生児

入院数

新生児

手術

鼡径

ヘルニア

鏡視下

手術

2011 365 297 23 21 98 18

2012 360 339 27 22 125 59

2013 421 342 14 10 111 75

2014 402 327 33 24 123 75

2015 377 323 25 17 122 56

2016 402 343 24 19 124 74

2017 388 334 19 19 112 88

2018 392 332 23 16 96 62

2019 379 329 44 18 107 68

2020 356 306 21 15 100 79


